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学 位 論 文 内 容 の 要 冒

肺癌に対するラジオ波焼灼療法pFA)後の呼吸機能の変化についての報告は多くはなく､なおか

つRfAが呼吸機能に与える影響を詳細には検討されていない｡今回我々は肺癌に対する桂皮的肺

RFA後の呼吸機能の変化をretrospectiveに解析し､呼吸機能に影響を及ぼす因子を検討した0

2007年 1月から2009年 12月までに当院で行われた肺RFAのうち､39症例 52結節､4lsessionを

対象とし､RFA前後での肺活量ⅣC)､1秒量(FEVl)の変化を評価したoRFA後のVC､FEVlはい

ずれも術後 1か月､3か月において術前より有意に低下していたo術後 1か月においてはRFA後

高度胸膜炎(p-0.003)がvCを低下させる独立した因子だった｡FEVlについてもvc同様に高度胸

膜炎のみが単変量解析で有意な因子であった(p-0.01)o術後3か月では高度胸膜炎(vc,p-0.019;

FEVl,p-0.003)､大きな焼灼肺実質体積(vc,p-.0.047;FEVl,p-0.038)が呼吸機能を低下させる
独立した因子だった｡

肺RFAにおいても術後に呼吸機能の低下は見られ､RFA後高度胸膜炎の発生および大きな焼灼肺

実質体積が重要な因子であると考えられた｡

論 文 審 査 結 果 の 要 旨

本研究は肺癌に対する経皮的ラジオ波焼灼療法 (RFA)後の呼吸機能の

変化をretrospectiveに解析し､呼吸機能の低下に影響を及ぼす因子を検討
したものである｡2007年1月から2009年 12月までに当院で行われた39

症例､52結節､41sessionを対象とし､RfA前後での肺活量 (VC)､1秒
量(FEVl)の変化を評価している.その結果､RFA後のVC,FEVlはいず

れも術後1ケ月､3ケ月において術前より有意に低下していることを示し

た｡また､これら肺機能の低下に影響を及ぼす因子は､高度胸膜炎と大き

な焼灼肺実質体積であることを明らかにした｡肺機能の低下に影響を及ぼ

す因子の証明は重要な新知見であり､価値ある業績であると認める｡

よって､本研究者は博士 (医学)の学位を得る資格があると認める｡


